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質問・意見・要望等
齋藤　勲　総代（津和野地区）
　今年の総代会についても昨年同様に少数で
の開催だが、新型コロナはかなり収束してい
る状況のなか、ＪＡしまねとしてはどれくら
い新型コロナが収束したら、通常開催とする
のか。この状況下でもＪＡしまねには約千人
の総代がおり、せめて１割程度の総代に出席
いただき、意見を聞くべきではないのか。本
日は来ておられないが、総代の任期は３年し
かないので、組合長の元気の姿を見せてもら
い、意見を聞き、どのような取り組みをして
いるのか、直接肌で感じて組合員にそれを伝
えることは重要と思う。その辺についてどの
ような考えがあるのか、また検討予定がある
のか聞かせてほしい。

　また、本部長は人事権をお持ちと思うが、
各支店に毒劇物取扱責任者がいないため毒劇
物等が置けず、津和野町では隣の日原に取り
に行くか、取り寄せしなければならない状態
である。取扱者がいないからという理由によ
り、生産者に直接影響があり、組合員に迷惑
がかかることである。今後どのようにしてい
くのか教えてほしい。

ＪＡしまね西いわみ地区本部（本部長田村清己）は６月16日令和４年度の総代説明会を行いました。
益田市民学習センター多目的ホールにて新型コロナウイルス感染拡大防止対策を踏まえての開催

としました。
当日の説明会には本店から副組合長を含め３名、西いわみから田村本部長を含めて11名の参加で

す。ＪＡしまねは今後も組合員の皆様方からのご意見をいただきながら改革に取り組みます。
質疑応答につきましては下記の通りです。

総代説明会を開催

左記に対する回答
山根副組合長
　役員改選期の総代会でもあり、全員出席
でという強い思いはあり、ギリギリまで島
根県の方針等を待って検討しましたが、感
染率が下がりきらない状況のために少数開
催の判断となりました。職員にも約70名の
感染者が出ており、また濃厚接触者として
自宅待機を行っている者もいます。信用事
業を行っているＪＡはそのような状況下で
も業務を停止する訳にはいかず、政府に対
して規制緩和を求めたい気持ちですが、何
卒この度の総代会開催方法についてはご理
解をお願いしたい。

田村本部長
　実際に人事異動で影響のないように、全
職員が資格を持っていればいいが、そのよ
うな体制にはなっておらず、組合員にご迷
惑をおかけして大変申し訳なく思ってい
る。職員には計画的に資格を取得するよう
指導に取り組んでいるので、ご理解のほど
よろしくお願いしたい。

以上
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益
田
市
農
政
会
議

通
常
総
会
を
開
催

津
和
野
町
農
政
会
議

通
常
総
会
を
開
催

６
月
25
日
、
益
田
市
農
政
会
議
（
会
長
又
賀
保
）
は
益
田
市
内
で
第
34
回
益
田
市
農
政

会
議
通
常
総
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

又
賀
会
長
は
「
コ
ロ
ナ
禍
が
続
く
中
、
米
価
の
下
落
、
資
材
肥
料
等
の
高
騰
な
ど
農
家

を
取
り
巻
く
環
境
は
厳
し
い
も
の
で
あ
る
が
、
力
を
合
わ
せ
て
乗
り
切
ろ
う
」
と
挨
拶
し

ま
し
た
。

来
賓
に
丸
山
達
也
県
知
事
、
山
本
浩
章
益
田
市
長
や
石
倉
茂
美
島
根
県
農
政
会
議
会
長

ら
を
迎
え
、令
和
３
年
度
の
活
動
報
告
や
令
和
４
年
度
の
活
動
方
針
等
を
協
議
し
ま
し
た
。

７
月
２
日
、
津
和
野
町
農
政
会
議
（
会
長
永
田
寿
秋
）
は
津
和
野
経
済
セ
ン
タ
ー
で
第

17
回
津
和
野
町
農
政
会
議
通
常
総
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

冒
頭
、
永
田
会
長
は
「
米
価
の
下
落
や
肥
料
の
高
騰
等
、
農
家
を
取
り
巻
く
環
境
は
依

然
厳
し
い
状
況
が
続
い
て
い
る
が
、
今
の
よ
う
な
時
代
に
こ
そ
農
業
の
底
上
げ
を
図
っ
て

い
こ
う
」
と
挨
拶
し
ま
し
た
。

来
賓
に
県
議
や
町
議
、
西
部
農
林
水
産
振
興
セ
ン
タ
ー
を
迎
え
、
令
和
４
年
度
の
活
動

方
針
等
を
協
議
し
ま
し
た
。

ま
た
総
会
終
了
後
、
西
部
農
林
水
産
振
興
セ
ン
タ
ー
島
津
欣
央
益
田
農
業
部
長
に
よ
る

「
顕
著
な
気
象
現
象
か
ら
農
作
物
被
害
を
防
止
・
軽
減
す
る
た
め
に
」
と
題
し
た
研
修
会

を
行
い
、
参
加
者
は
熱
心
に
耳
を
傾
け
て
い
ま
し
た
。

又賀　保 益田市農政会議会長 丸山達也 島根県知事

島津欣央 西部農林水産振興センター益田農業部長

永田寿秋 津和野町農政会議会長
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西
い
わ
み
地
区
本
部

役
員
退
任
・
就
任
式

赤
雁
の
里
　
田
ん
ぼ
ア
ー
ト

Ｊ
Ａ
し
ま
ね
西
い
わ
み
地

区
本
部
は
７
月
１
日
、
西
い

わ
み
地
区
本
部
３
階
大
会
議

室
で
役
員
の
退
任
式
と
就
任

式
を
行
い
ま
し
た
。

退
任
式
で
は
、
中
島
重
秋

理
事
、
佐
々
木
孝
子
理
事
が

退
任
の
挨
拶
を
し
た
後
、（
青

木
理
事
は
体
調
不
良
の
た
め

欠
席
）花
束
を
贈
呈
し
ま
し
た
。

就
任
式
で
は
田
村
本
部

長
、
中
村
力
理
事
、
西
川
友

史
理
事
が
就
任
の
挨
拶
を
し

ま
し
た
。

田
村
地
区
本
部
長
は
「
中

村
理
事
、
西
川
理
事
、
そ
し

て
皆
さ
ん
と
悩
ん
で
議
論
し
て

共
に
頑
張
っ
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。
３
年
間
宜
し
く
お

願
い
し
ま
す
」と
話
し
ま
し
た
。

Ｊ
Ａ
し
ま

ね
益
田
東
支

店
は
７
月
７

日
、
益
田
警

察
署
に
て
令

和
４
年
６
月

８
日
高
齢
女
性
か
ら
の
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
バ
ン
キ
ン
グ
の
申

し
込
み
に
対
し
迅
速
か
つ
適
切

な
対
応
で
詐
欺
被
害
を
未
然
に

防
ぎ
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

大
庭
支
店
長
は
「
防
犯
協
会

か
ら
の
詐
欺
の
手
口
、
Ｊ
Ａ
し

ま
ね
本
店
か
ら
の
情
報
を
支
店

内
で
共
有
し
こ
れ
か
ら
も
詐
欺

被
害
を
未
然
に
防
げ
る
よ
う
努

め
て
い
き
た
い
」
と
話
し
ま
し

た
。

益
田
市
の
㈲
赤
雁
の
里
（
代
表
取
締
役
渡

邊
一
行
）
と
Ｊ
Ａ
し
ま
ね
西
い
わ
み
地
区
本

部
（
地
区
本
部
長
田
村
清
己
）
は
６
月
12
日
、

市
内
の
小
学
生
と
共
に
、
赤
雁
の
里
農
村
公

園
で
田
植
を
実
施
し
ま
し
た
。

毎
年
、
食
育
活
動
の
一
環
と
し
て
田
植
、

生
き
物
調
査
、
稲
刈
り
、
収
穫
祭
を
開
催
す

る
「
農
村
歳
時
記
」
と
し
て
、
関
係
機
関
の

益
田
市
、
西
部
農
林
水
産
振
興
セ
ン
タ
ー
益

田
事
務
所
等
の
協
力
の
も
と
、
お
よ
そ
２
ａ

の
田
ん
ぼ
に
10
家
族
17
人
の
子
供
た
ち
が
手

植
え
を
し
ま
し
た
。

は
じ
め
に
西
部
農
林
水
産
振
興
セ
ン
タ
ー

の
職
員
に
よ
り
植
え
方
を
教
わ
り
、「
ミ
コ

ト
モ
チ
」
と
「
き
ぬ
む
す
め
」
の
苗
を
植
え

ま
し
た
。

毎
年
テ
ー
マ
を
決
め
、
絵
や
文
字
が
浮
か

び
上
が
る
よ
う
に
品
種
を
変
え
て
植
え
て
い

ま
す
が
、
今
年
は
新
し
く
赤
雁
の
里
代
表
に

就
任
し
た
渡
邊
一
行
さ
ん
の
名
前
で
あ
る
、

「
イ
ッ
コ
ウ
」
の
文
字
を
描
き
ま
し
た
。

田
植
後
、
田
ん
ぼ
に
隠
さ
れ
た
カ
プ
セ
ル

を
探
す
「
泥
ん
こ
宝
探
し
ゲ
ー
ム
」
を
行
い
、

カ
プ
セ
ル
の
中
に
入
っ
た
色
の
つ
い
た
札
に
よ
っ
て
メ
ロ
ン
や
ブ
ド
ウ
な

ど
の
景
品
を
お
持
ち
帰
り
い
た
だ
き
ま
し
た
。

昼
食
で
は
、
赤
雁
の
里
の
渡
邊
育
子
さ
ん
ら
が
地
元
の
食
材
で
作
っ
た

料
理
を
食
べ
、「
お
米
が
い
つ
も
よ
り
美
味
し
く
感
じ
た
」「
楽
し
か
っ
た
。

稲
刈
り
も
し
た
い
」
な
ど
と
感
想
を
述
べ
て
い
ま
し
た
。

秋
に
は
稲
刈
り
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

中村力理事西川友史理事

益
田
東
支
店

警
察
表
彰
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農
産
物
即
売
会

西
益
田
小
学
校
で
サ
ツ
マ
イ
モ
定
植

益
田
西
部
農
地
開

発
地
区
営
農
組
合

（
橋
本
浩
一
組
合
長
）

は
、
６
月
19
日
に
喜

阿
弥
町
の
営
農
研
修

セ
ン
タ
ー
に
て
農
産

物
の
即
売
会
を
行
い

ま
し
た
。
当
日
は
メ

ロ
ン
、
ブ
ド
ウ
、
ト

マ
ト
等
を
販
売
し
ま

し
た
。
午
前
９
時
か

ら
の
オ
ー
プ
ン
で
し

た
が
、
30
分
前
に
は

50
名
以
上
の
方
が
並

び
大
盛
況
で
し
た
。

益
田
市
立
西
益
田
小
学
校
で
は
６
月
８
日
、
同
校
児

童
と
地
域
住
民
と
の
交
流
な
ど
を
目
的
に
、
児
童
１
、

２
年
生
と
地
域
の
方
々
、
Ｊ
Ａ
職
員
が
参
加
し
サ
ツ
マ

イ
モ
の
定
植
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

初
め
に
地
域
の
方
か
ら
苗
の
植
え
方
な
ど
の
説
明
が

あ
っ
た
後
、Ｊ
Ａ
し
ま
ね
西
益
田
支
店
が
提
供
し
た「
紅

あ
ず
ま
」
の
苗
を
植
え
付
け
て
い
き
ま
し
た
。

児
童
た
ち
は
、
裸
足
に
な
り
一
生
懸
命
サ
ツ
マ
イ
モ
の
苗
を
植
え
付
け
て

い
ま
し
た
。
参
加
児
童
は
「
苗
を
植
え
る
の
が
楽
し
か
っ
た
。
大
き
く
な
っ

た
サ
ツ
マ
イ
モ
を
食
べ
る
の
が
楽
し
み
」
と
話
し
ま
し
た
。

西いわみ地区本部　自己改革の取り組み
毒物劇物取扱者試験合格に向け毒劇試験研修を開催

　ＪＡしまね西いわみ地区本部は７月８日、西いわみ
地区本部３階大会議室にて毒劇試験研修を開催しまし
た。地区本部での毒物劇物取扱資格保有者の増加を目
的として研修会を独自に行ったもので、10月の毒物劇
物取扱者試験に向けて参加者は熱心に学習しました。
　講師を務めた伊藤営農経済部経済課長は「この研修
が試験の合格率アップに少しでも役立ってほしい」と
話しました。
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「
ひ
ま
わ
り
」
の　

あ
の
名
シ
ー
ン　

悲
し
く
も
（
益
田
市　
　
　

松
本　

惠
子
さ
ん
）

ひ
ま
わ
り
も　

猛
暑
す
ぎ
て　

首
た
れ
る

（
益
田
市　
　
　

大
谷　

恭
子
さ
ん
）

ひ
ま
わ
り
を　

植
え
て
寄
り
添
う　

ウ
ク
ラ
イ
ナ
（
益
田
市　
　
　

竹
田　

和
夫
さ
ん
）

ひ
ま
わ
り
で　

平
和
を
願
う　

ウ
ク
ラ
イ
ナ

（
益
田
市　
　
　

齋
藤　

育
子
さ
ん
）

ひ
ま
わ
り
が　

風
に
ゆ
ら
れ
て　

首
を
ふ
る

（
益
田
市　
　

小
笠
原
か
よ
み
さ
ん
）

暑
さ
に
も　

負
け
ず
咲
い
て
る　

ひ
ま
わ
り
の
花
（
益
田
市　
　
　

稲
岡
三
紀
子
さ
ん
）

猛
暑
に　

リ
ン
と
立
ち
咲
く　

ひ
ま
わ
り
や

（
益
田
市　
　
　

吉
村　

芳
江
さ
ん
）

夏
色
に　

染
ま
り
し
彼
女
は　

ひ
ま
わ
り
か

（
益
田
市　
　
　

加
藤　

富
定
さ
ん
）

畑
け
一
面　

猛
暑
に
負
け
ず　

ひ
ま
わ
り
咲
く
（
益
田
市　
　
　

籾
山　

敏
子
さ
ん
）

ひ
ま
わ
り
は　

地
上
の
太
陽　

あ
た
た
か
い

（
益
田
市　
　

佐
々
木
い
さ
子
さ
ん
）

ひ
ま
わ
り
で　

迷
路
を
作
り　

出
口
ど
こ

（
津
和
野
町　
　

大
庭　
　

定
さ
ん
）

空
か
な
た　

地
球
を
見
つ
め
る　

ひ
ま
わ
り
君
（
津
和
野
町　
　

大
井　
　

守
さ
ん
）

天
高
く　

お
日
様
ひ
ま
わ
り　

世
間
見
る

（
津
和
野
町　
　

古
山　

包
子
さ
ん
）

ひ
ま
わ
り
の　

黄
色
く
咲
い
て　

う
れ
し
顔

（
津
和
野
町　
　

廣
田
美
代
子
さ
ん
）

夏
空
の
下　

こ
が
ね
色
に
輝
く　

ひ
ま
わ
り
の
花
（
津
和
野
町　
　

日
熊　

春
子
さ
ん
）

我
顔
を　

重
ね
て
競
う　

ヒ
マ
ワ
リ
の
花　

（
津
和
野
町　
　

大
羽
ミ
ヤ
子
さ
ん
）

正
転
ヒ
マ
ワ
リ　

時
に
は　

逆
転
し
た
く
な
る
（
津
和
野
町　
　

大
羽　

克
巳
さ
ん
）

10
月
の
お
題
は
「
新
米
」
で
す

ご
応
募
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す

お
題
「
ひ
ま
わ
り
」

川
柳
「
ひ
ま
わ
り
」
の
投
稿
数　

津
和
野
町
７
通
、
吉
賀
町
０
通
、
益
田
市
18
通

●葉書に　川柳、住所、氏名、電話番号をご記入ください。●締切　令和４年９月９日（当日消印有効）
●あて先　〒698-0024　益田市駅前町15-1　JAしまね 西いわみ地区本部 企画総務部 ふれあい課

川　　柳
応募方法

年金定期便、年金手帳、印鑑、裁定請求書、年金証書等をご持参いただきますと、より具体的な相談ができます。
はじめての方や、現在受けている年金に疑問をお持ちの方もお気軽に相談でき、秘密は固く守られます。どうぞ、
お近くの会場にお越しください。

西いわみ地区本部益田中央支店金融課
年金相談センター（0856-22-8680）は、

平日（8:45～17:00）いつでもご相談いただけます。

９月の無料年金相談会～お気軽にご相談を～

９月の年金相談会

９月22日（木）美都支店
15：00～19：00　ＪＡ年金相談員※日程・社会保険労務士は変更になる場合があります。

津
和
野
町
の
「
み
ど
り
号
」

島
根
県
代
表
牛
に
選
ば
れ
る

第
12
回
全
国
和
牛
能
力
共
進
会
島
根
県
代
表
最

終
選
抜
会
が
７
月
13
日
、
島
根
中
央
家
畜
市
場
で

開
催
さ
れ
、
津
和
野
町
の
「
み
ど
り
号
」
が
種
牛

の
部
・
第
２
区
（
若
雌
の
１
）
の
島
根
県
代
表
牛

に
選
ば
れ
ま
し
た
。
10
月
６
日
か
ら
鹿
児
島
県
で

開
催
さ
れ
る
全
国
和
牛
能
力
共
進
会
は
、
全
国
の

優
秀
な
和
牛
を
５
年
に
１
度
、
改
良
の
成
果
や
そ

の
優
秀
性
を
競
う
大
会
で
す
。
審
査
は
、種
牛（
雄

牛
・
雌
牛
）
の
姿
・
形
の
体
型
の
良
さ
な
ど
、
改

良
の
成
果
を
月
齢
別
に
審
査
す
る
「
種
牛
の
部
」

と
肉
質
を
審
査
す
る
「
肉
牛
の
部
」
が
あ
り
ま
す
。

全
国
の
和
牛
関
係
者
に
と
っ
て
、
こ
の
大
会
で
優

秀
な
成
績
を
収
め
る
こ
と
は
、
和
牛
ブ
ラ
ン
ド
の

向
上
に
つ
な
が
る
こ
と
か
ら
、
最
も
重
要
な
大
会

と
な
っ
て
い
ま
す
。

第２区（若雌の１）
津和野町　水津美見さん　みどり号　R.3.7.4生
父牛：百合五月　母牛：ゆかり　２代祖：安福久　３代祖：平茂勝
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まちむらネットワーク
MACHI MURA Network

ミ
ニ
ト
マ
ト
選
果
施
設

竣
工
式
を
開
催

農
耕
用
大
型
特
殊
免
許

取
得
準
備
講
習
会
開
催

Ｊ
Ａ
し
ま
ね
西
い
わ
み
地
区
本
部
は
６
月
20
日
、
六

日
市
支
店
の
集
出
荷
場
で
ミ
ニ
ト
マ
ト
選
果
施
設
の
竣

工
式
を
開
催
し
ま
し
た
。

ミ
ニ
ト
マ
ト
の
産
地
で
あ
る
吉
賀
町
に
お
い
て
、
省

人
化
し
た
選
果
体
制
を
構
築
す
る
た
め
令
和
２
年
度
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
農
業
収
益
向
上
環
境

整
備
対
策
事
業
と
吉
賀
町
農
業
収
益
向
上
環
境
整
備
対

策
事
業
を
併
用
し
、
新
た
に
選
別
機
、
自
動
計
量
パ
ッ

ク
詰
機
、
製
函
機
等
の
整
備
な
ら
び
に
施
設
の
改
修
を

し
ま
し
た
。

式
に
は
吉
賀
町
長
を
は
じ
め
、
県
農
林
水
産
部
や
市

場
関
係
者
ら
も
出
席
し
、
田
村
本
部
長
よ
り
施
工
業
者

に
感
謝
状
が
渡
さ
れ
ま

し
た
。

今
後
は
、
作
付
面
積

の
拡
大
を
図
り
、
年
間

１
５
０
ト
ン
の
出
荷

量
、
販
売
額
１
億
円
を

目
指
し
て
い
く

予
定
で
す
。

Ｊ
Ａ
し
ま
ね

西
い
わ
み
地
区

本
部
は
、
農
耕

用
大
型
特
殊
免

許
取
得
準
備
講

習
会
を
６
月
23

日
と
24
日
、
Ｊ

Ａ
し
ま
ね
西
部

家
畜
市
場
に
て

開
催
し
、
延
べ

15
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

昨
年
秋
以
来
の
開
催
で
、
試
験
の

合
格
率
を
上
げ
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
行
い
ま
し
た
。

初
め
に
座
学
が
あ
り
、
Ｊ
Ａ
職
員

が
試
験
の
流
れ
や
ポ
イ
ン
ト
な
ど
を

説
明
し
た
後
、
場
内
に
設
営
さ
れ
た

実
技
コ
ー
ス
を
受
講
者
と
歩
き
、
順

路
や
ポ
イ
ン
ト
な
ど
を
確
認
し
実
技

練
習
に
移
り

ま
し
た
。

受
講
者

は
、
発
進
や

方
向
転
換
、

後
退
時
な
ど

の
安
全
確
認

を
し
っ
か
り

と
行
っ
て
い

ま
し
た
。

畜
　
産

7月西部子牛市場成績（税込み）� （単位：円・㎏）
市町村 性別 頭数 最　高 最　低 平　均 平均体重

益 田 市
（益　田）

雌 55 728,200 106,700 473,021 275
去勢 35 931,700 246,400 612,134 308
計 90 528,986 288

益 田 市
（美　都）

雌 0
去勢 1 664,400 664,400 283
計 1 664,400 283

益 田 市
（匹　見）

雌 1 437,800 437,800 305
去勢 3 721,600 467,500 620,767 314
計 4 575,025 312

津和野町
（津和野）

雌 1 280,500 280,500 264
去勢 1 344,300 344,300 290
計 2 312,400 277

津和野町
（日　原）

雌 5 719,400 443,300 582,340 283
去勢 9 828,300 486,200 709,775 314
計 14 660,762 302

吉 賀 町
（柿　木）

雌 2 519,200 432,300 475,750 284
去勢 1 341,000 341,000 222
計 3 430,833 263

吉 賀 町
（六日市）

雌 4 673,200 425,700 521,400 286
去勢 2 635,800 601,700 618,750 334
計 6 553,850 302

西部市場
総合計

雌 82 728,200 106,700 470,842 277
去勢 73 931,700 246,400 623,379 310
計 155 543,575 293

7
月
の
子
牛
市
場

　

７
月
19
日
㈫
に
雌
82
頭
、
去
勢
73
頭
、
計
１
５
５
頭
の
上
場

に
よ
り
、
西
部
家
畜
市
場
が
開
設
さ
れ
ま
し
た
。
平
均
価
格
が

雌
４
７
１
千
円
（
前
回
比
92
％
）、
去
勢
６
２
３
千
円
（
前
回

比
95
％
）、
計
５
４
４
千
円
（
前
回
比
94
％
）
と
、
暑
熱
等
の
損
耗
で
発
育
に
バ
ラ
つ
き

が
あ
っ
た
こ
と
、
全
国
的
に
相
場
が
下
落
傾
向
に
あ
る
こ
と
か
ら
か
、
平
均
価
格
で
前
回

比
44
千
円
と
大
き
く
下
落
し
ま
し
た
。
ま
た
枝
肉
相
場
も
下
落
傾
向
に
あ
る
た
め
今
後
の

相
場
の
動
向
に
注
目
が
集
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

次
回
の
市
場
開
設
日
は
９
月
13
日
㈫
、
セ
リ
開
始
時
間
は
９
時
30
分
か
ら
と
な
っ
て
お

り
ま
す
。出
荷
を
予
定
さ
れ
て
い
る
方
は
対
象
牛
に
暑
熱
対
策
等
お
こ
な
い
、愛
情
を
持
っ

て
管
理
を
し
て
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
致
し
ま
す
。
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　生産基準に基づく安全な農産物づくりと記帳を通じて、「安全・品質」に関する情報を消費者
に伝えること、これが生産履歴台帳の記帳の意義です。
　ＪＡは消費者に「安全・安心」なお米を提供し、有利販売のために、生産履歴台帳の記帳運動
を展開し、ＪＡが取り扱う米を「ＪＡしまね米」と「一般米」に区分して生産・販売に取り組んでいます。
　生産履歴台帳の記帳は、手間のかかる作業ですが、ご理解いただきご協力をお願いします。

（記入上の注意点）
○各品種ごとに生産履歴をご記入

ください。ただし、使用資材（肥
料、農薬）が異なる場合は、圃
場ごとに記入をお願いします。

○記帳については、記入例を参考
にしてください。

○生産履歴台帳の用紙が不足の場
合は、お手数ですが、最寄りの
ＪＡでもらってください。

○生産履歴台帳の提出は、収穫後
に紙袋で出荷の方は出荷申込み
時に、カントリー及びライスセ
ンターご利用の方は搬入前に必
ず提出してください。

生産履歴台帳の記帳及び提出について（お願い）

「ＪＡしまね米」の定義
「ＪＡしまね米」とはＪＡと売渡委託契約（出荷契約）を締結した生産者が生産し、ＪＡ
に出荷した米穀であり、下記の要件を満たす米穀であります。
１）銘柄が確認できた種子により栽培された米穀（種子更新）
２）登録検査機関で検査された米穀
３）生産基準に基づき栽培され、生産履歴記帳された米穀

＊生産履歴台帳は、出荷までにご提出ください。

令和４年産米出荷袋の書き方について
袋　口　印　刷

島根県産銘柄品種欄
★該当の品種名を記入してください。

（うるち）コシヒカリ・きぬむすめ・ハナエチゼン・ヒノヒカリ・つや姫
（も　ち）ヒメノモチ・ココノエモチ・ヤシロモチ・ミコトモチ
（酒　米）五百万石・改良雄町・佐香錦・神の舞
★上記以外の品種の場合は記入しない。

　　　　年産 種類　水稲うるち玄米
荷造り、包装及び左記
の事項を証明する。

銘柄　島根県産　　　　　　　　　　

正味重量規格
30㎏

検 査 証 明 書

検査請求者 　　　　
住 所 島根県○○市郡○○町
代 理 人 島根県農業協同組合
住 所 島根県松江市殿町
生 産 地 島根県○○市郡○○町
品 種 名 （　　　　　　　　　）

検査請求者記載欄
★検査請求者欄は、生産者の氏名を記入する。
★検査請求者の住所欄は、生産者の住所を記入する。
★生産地欄は、生産された場所を記入する。

★混合米又はわからない場合
は、その他とする。
★規定の品種名を正しく記入し
てください。

	 ひらがな→ひらがな
	 カタカナ→カタカナ
	 漢　　字→漢　　字
	 のように左記の品種欄通りに
記入し、略称やあて字等は使
用しないで下さい。

（袋の結び方）
★裏口をそろえ裏側に３回折り曲げる。（青線が真上にくる）
★両端10㎝の所（折り曲げ線）で中央に折り曲げ、真結びする。

年産を記入してください。

なお、「ＪＡしまね米」と「一般米」では価格差があります。

問い合わせ先　ＪＡしまね西いわみ地区本部　営農経済部米穀課 及び 各支店

aa 筆筆

✔✔ 農農薬薬名名 使使用用    月月//日日

00 11

00 22

00 33

00 44

00 55

00 66 マーシェットジャンボ

00 00

除草剤 ボデーガードプロ１キロ粒剤

除草剤 ジェイフレンド　１キロ粒剤

除草剤 カウンシルエナジー１キロ粒剤

除草剤 フォローアップ　１キロ粒剤

除草剤 セカンドショットＳジャンボＭＸ

ハイカット　１キロ粒剤

アレイルＳＣ

乾乾燥燥機機へへのの張張込込みみミミススははななかかっったたでですすかか？？ 　　　　１１：：ああっったた　　　　　　　　２２：：ななかかっったた 記記載載内内容容検検証証：：　　生生産産資資材材がが適適正正にに使使用用さされれてていいるるここととをを記記載載内内容容にによよりり検検証証ししままししたた。。
■■　　　　　　　　　　月月　　　　　　　　　　日日

米米袋袋やや検検査査依依頼頼書書へへのの記記載載ミミススははあありりまませせんんででししたたかか？？ 　　　　１１：：あありり　　　　  　　　　　　２２：：ななしし
ＪＪＡＡ担担当当者者　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　㊞㊞

検検査査依依頼頼書書とと現現物物のの確確認認ははししままししたたかか？？ 　　　　１１：：ししたた　　　　　　  　　　　２２：：ししてていいなないい

籾籾摺摺りりははどどちちららででししままししたたかか？？ 　　　　１１：：施施設設　　　　　　  　　２２：：自自家家 生生産産者者確確認認：：上上記記内内容容にに基基づづきき栽栽培培ししままししたた。。
■■　　　　　　　　　　月月　　　　　　　　　　日日　　　　　　　　電電話話番番号号　　　　　　　　　　　　（（　　　　　　　　　　　　　　　　））

乾乾燥燥ははどどちちららででししままししたたかか？？ 　　　　１１：：施施設設　　　　  　　　　２２：：自自家家
生生産産者者名名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　㊞㊞

ココンンババイインンやや乾乾燥燥調調製製機機はは清清掃掃ししままししたたかか？？ 　　　　１１：：ししたた                    ２２：：ししてていいなないい

kkgg

種種子子、、苗苗のの品品種種がが区区別別ででききるるよよううににななっってていいたたかか？？ 　　　　１１：：ななっってていいたた　　  ２２：：ななっってていいなないい 殺虫殺菌剤 空中散布（ﾍﾘ･ﾄﾞﾛｰﾝ防除） ((　　　　倍倍））　　　　mmll

種種子子（（苗苗））のの品品種種確確認認ははししままししたたかか？？ 　　　　１１：：ししたた                    ２２：：ししてていいなないい 殺虫剤 スタークル粒剤

kkgg

（（自自家家育育苗苗のの方方））　　種種子子更更新新ははししままししたたかか？？ 　　　　１１：：ししたた　　　　　　　　　　２２：：ししてていいなないい 殺虫剤 トレボン粉剤 kkgg

育育苗苗様様式式はは？？ 　　　　１１：：自自家家育育苗苗        ２２：：苗苗購購入入 殺虫殺菌剤 ビームトレボン粉剤5DL

②②　　栽栽培培・・生生産産概概要要 殺菌剤 コラトップ粒５ kkgg

kkgg

kkgg 除草剤 mmll

kkgg 除草剤 kkgg

kkgg

穂肥 化成肥料17-0-17 kkgg １１００　　ﾊﾊﾟ゚ｯｯｸｸ

　　　　１１００　　　　kkgg kkgg

穂肥 化成肥料14-10-13 7 26 １１００　　　　kkgg

1 ２２００　　　　kkgg kkgg

中間追肥 珪酸加里プレミア34 7 17

中間追肥 ホスビタ 7

kkgg

基肥一発 水稲一発中晩生用 kkgg kkgg

kkgg ゼータハンマー１キロ粒剤

除草剤 ﾊﾊﾟ゚ｯｯｸｸ

収穫開始日 9 9 基肥一発 セラコートＲワン

mmll

穂肥 7 26 kkgg

kkgg 除草剤 サキドリＥＷ

箱剤 スクラム箱粒剤 gg//箱箱

穂肥 7 17

gg//箱箱

中干 6 25 kkgg

5 20 kkgg 箱剤 Ｄｒ.オリゼプリンス粒１０

箱剤 ルーチンエキスパート箱粒剤 gg//箱箱

田植開始 5 25 基肥 化成肥料12-18-14

25 　　　　５５００　　　　gg//箱箱

代かき 5 2 土づくり ミネラルＧ kkgg

12 20 kkgg 箱剤 ルーチンアドスピノ箱粒剤 5

施施肥肥    月月//日日 施施用用量量((kkgg//1100aa)) 区区分分 番番号号 使使用用量量((1100aa))

播種 5 5 土づくり 堆肥

作作業業名名 番番号号 実実施施    月月//日日 区区分分 番番号号 肥肥料料名名

【【栽栽培培面面積積】】 【【筆筆数数】】

①①　　作作業業日日誌誌 ③③　　施施肥肥日日誌誌 ④④　　防防除除日日誌誌

【【生生産産者者】】

JJAA名名 島島根根県県農農業業協協同同組組合合((西西いいわわみみ地地区区本本部部))

【【住住所所】】 【【品品種種名名】】

ＪＪＡＡ栽栽培培管管理理記記録録 生生産産日日誌誌 令令和和４４年年産産

記記 載載 例例 生産履歴記入用紙提出期限：出荷申込日に出荷申込用紙とともに提出してください。

名名前前を記入し、押押印印してください。

実施日、１０アール当たりの施用量・使用量を記入して下さい。
印字してある農薬を使用の場合は、農薬名の前の欄に✔印を記入
して下さい。
印字外の肥料・農薬がありましたら、印字下の空欄に名称を記入
し、実施日、施用量・使用量を記入してください。

名名前前・・住住所所を記入し、、品品種種名名を記入してください。

該当する番号に○をして下さい。

※風袋込重量は30.5㎏です
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令和４年産米　検査計画

○検査買入に係る費用単価については、1袋３０kgあたり　検査手数料35円（税別）　受検費用100円（税別）　集荷運賃100円（税別）　米需拠出金12円（非課税）と
なります。　　

○米袋の銘柄・品種名欄には、「コシヒカリ」「きぬむすめ」「つや姫」「神の舞」「佐香錦」「ヒメノモチ」「ミコトモチ」等　ひらがな・カタカナ・漢字に注意して
	 産地品種銘柄で記入して下さい。
○紙袋出荷について、皆掛重量が「30.5㎏」になりますので、袋詰めの際にはご注意願います。
○昨年と対応検査場所が変更となっている地区がございますので、ご注意ください。

2022年 ８月 ９月
倉　庫 

（検査場所） 支店・地区 24 25 26 27 28 29 30 31 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22
水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木

中 央

( 双 葉 )

益 田 東 支 店 〇 〇 〇 〇 〇
波 田 地 区 〇 〇 〇 〇 〇
津 田 地 区 〇 〇 〇 〇 〇
種 地 区 〇 〇 〇 〇 〇
北 仙 地 区 〇 〇 〇 〇 〇
鎌 手 地 区 〇 〇 〇 〇 〇
中 西 支 店 〇 〇 〇 〇 〇 〇
美 濃 地 区 〇 〇 〇 〇 〇 〇
二 条 地 区 〇 〇 〇 〇 〇 〇
小 野 地 区 〇 〇 〇 〇 〇 〇
豊 田 地 区 〇 〇 〇 〇 〇 〇
高 城 地 区 〇 〇 〇 〇 〇 〇

中 吉 田

駅 前 地 区 〇 〇 〇 〇
吉 田 地 区 〇 〇 〇 〇
高 津 支 店 〇 〇 〇 〇
益 田 支 店 〇 〇 〇 〇
豊 川 地 区 〇 〇 〇 〇

美都ＲＣ 美 都 地 区 〇 〇 〇 〇
匹　 見 匹 見 地 区 〇 〇 〇 〇
山　 下 津 和 野 地 区 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
鷲　 原 津 和 野 地 区 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
日　 原 日 原 地 区 〇 〇 〇 〇
七 日 市 吉 賀 地 区 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

2022年 ９月 10月
倉　庫 

（検査場所） 支店・地区 23 24 25 26 27 28 29 30 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22
金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土

中 央

( 双 葉 )

益 田 東 支 店 〇 〇 〇 〇 〇
波 田 地 区 〇 〇 〇 〇 〇
津 田 地 区 〇 〇 〇 〇 〇
種 地 区 〇 〇 〇 〇 〇
北 仙 地 区 〇 〇 〇 〇 〇
鎌 手 地 区 〇 〇 〇 〇 〇
中 西 支 店 〇 〇 〇 〇
美 濃 地 区 〇 〇 〇 〇
二 条 地 区 〇 〇 〇 〇
小 野 地 区 〇 〇 〇 〇
豊 田 地 区 〇 〇 〇 〇
高 城 地 区 〇 〇 〇 〇

中 吉 田

駅 前 地 区 〇 〇
吉 田 地 区 〇 〇
高 津 支 店 〇 〇
益 田 支 店 〇 〇
豊 川 地 区 〇 〇

美都ＲＣ 美 都 地 区 〇 〇 〇 〇
匹　 見 匹 見 地 区 〇 〇 〇 〇
山　 下 津 和 野 地 区 〇 〇 〇 〇 〇
鷲　 原 津 和 野 地 区 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
日　 原 日 原 地 区 〇 〇
七 日 市 吉 賀 地 区 〇 〇 〇 〇 〇 〇
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西いわみ地区本部からのおしらせ

益田グリーンセンター
売り出しを行います！！
益田グリーンセンター
売り出しを行います！！

日
時９月16㊎

日  ９：00～
17：00 17㊏

日 ９：00～
16：00

日
時９月16㊎

日  ９：00～
17：00 17㊏

日 ９：00～
16：00

野菜用肥料・農薬・除草剤
人気のキャベツ・白菜等プラグ苗
大売り出し！！

野菜用肥料・農薬・除草剤
人気のキャベツ・白菜等プラグ苗
大売り出し！！
その他様々な商品を取り揃えてお待ちしておりますその他様々な商品を取り揃えてお待ちしております

西いわみグリーンセンターは７月15日と16日、展示会を行いました。今回共済ブースと農機拠点ブースを
新たに設け、共済ブースではVR機器を使って農作業事故を疑似体験していただき、農業における死亡事故
の発生を未然に防ぐ目的で行われました。又農機拠点センターからは小型耕運機から大型トラクターまで展
示が行われ、お客様にはメーカーの方が親切丁寧な対応をしました。尚２日間の来場者は約300名でした。
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西いわみ地区本部からのおしらせ

相続 贈与
のご相談は安心

・
無料 のJA相談窓口へ

こんなご心配を解決します！

相続
・

贈与

事前の心配
●相続税ってかかるの？

●生前贈与・節税対策を検討

したい

その他いろいろ

事後の心配
●財産の名義変更はどうすれ

ば？

●遺産分割協議でもめたら…

その他いろいろ

ワンストップサービスだから手間いらず！

各専門家ＪＡしまねでは と連携し、このような問題
に対し総合的にサポートします。

弁護士 税理士
司法
書士

土地
家屋

調査士

宅地
建物

取引士

行政
書士

●相続・税金・法律のご相談
●土地有効活用のご相談
●その他、何でもご相談くだ

さい。

各種手続きの代行
いたします。

秘密厳守
いたします。

いろんな困ったがある…おまかせください‼

JAしまねからのお知らせ

お問合せは

益田東支店：℡27-0003 高津支店：℡22-2335 益田中央支店
西益田支店 中西支店：℡28-0502 益田支店
匹見支店 中吉田出張所：℡23-5311 美都支店：℡52-2411
六日市支店 津和野支店 ：℡72-0711 日原支店：℡74-0226
柿木支店 本店 金融相談課：℡0852-67-7742

℡25-2504

℡24-1870

℡77-0014
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西いわみ地区本部からのおしらせ

※今後予告なく、キャンペーン期間・内容を変更する場合があります。

お受取先をJAしまねに
変更するには！
国民年金・厚生年金・共済年金の変更は
「年金受給権者受取機関変更届」

にご記入いただくだけで、とても簡単です。（基金
等、様式が異なるものがあります。）現在お受取
りの金融機関への連絡等は必要ございません。

おさいふカードポイントおさいふカードポイント

1,0001,000ポイントポイント

or
奥出雲和牛カレー奥出雲和牛カレー
１セット（２箱）１セット（２箱）

年金指定替え年金指定替え
キャンペーンキャンペーン

Ⓒ よりぞう

7 4 4 1

0 4 4 0

✔

提出年 月 日令和

入力処理コード チ ェック
年金

給付金

年金受給権者　受取機関変更届
（兼 年金生活者支援給付金　受取機関変更届）

個人番号（または基礎年金番号）①

基礎年金番号（１０桁）で届出する場合は左詰めでご記入ください。

受給しているすべての年
金の変更を希望する場合
は下欄に✔

変更する年金を指定する場合は
以下に年金コードを記入

受給権者氏名

②

④ ⑥

⑥

⑧ ⑩ ⑪

⑨

⑪

（フリガナ）

（フリガナ）

（フリガナ）

（フリガナ） （フリガナ）

生年月日

明治

大正

昭和

平成

令和

電　話　番　号

郵便番号

住

所

変

更

後

の

受

取

機

関

金
融
機
関

１

２

銀 行

金 庫

信 組

農 協

信 連

信漁連

漁 協

本 店

支 店

出張所

本 所

支 所

都 道
府 県

郡
市

区
町 村

口座名義（カタカナでご記入ください）

金融機関名 支店名

金融機関コード

支店コード
♦

1.

2.

普通

当座

♦

預金通帳の口座番号（左詰め）

貯金通帳の口座番号

記号（左詰めでご記入ください） 番号（右詰めでご記入ください）
◎変更後の口座番号等をご記入のうえ、金融機関またはゆうちょ銀行（郵便局）の
証明を受けてください。

 ◎　裏面の注意事項をご確認のうえ、ご記入ください。

◎黒インクのボールペンでご記入ください。
受付登録コード

1 8 4 1 1

⑦

⑦

出力要求③

1
♦

 ◎　 ♦　印欄はご記入いただ く必要はありません 。♦

♦

※通帳のコピー（金融機関名、支店名、口座名義人フリガナ、口座番号が記載
された面）を添付される場合は、金融機関の証明は必要ありません。

金融機関またはゆうちょ銀行の証明欄
※ 請求者の氏名フリガナと口座名義人氏名フリガナが同じであることをご確認ください。

9⁄30

7⁄1
20222022

期間中に年金受取口座をJAしまねへ
変更いただいた方へいずれかプレゼント

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
期
間
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西いわみ地区本部からのおしらせ

日 時
令和４年10月１日土　午前７時00分受付開始　
午前８時00分からOUT・IN同時スタート
40組（約150人）予定／OUT 18組・IN 12組

場 所

萩・石見カントリー倶楽部
山口県萩市大字下田万897番地　TEL 08387-３-1100

参 加 料

１人2,000円（当日徴収）

参 加 方 法
最寄りの各部・支店に下記申込書を提出下さい。
原則４人１組でお申し込みをお願いします。

申 込 締 切 日

９月７日水 定員になり次第締め切り。

ルール及び賞
①ダブルペリア方式
②優勝、準優勝、飛び賞、ブービー賞、
　ドラコン・ニアピン賞他多数用意
③参加者全員に参加賞贈呈
④プレー代・食事代は各自でご精算ください。

結 果 報 告
表彰式無し。後日参加者全員に結果表、該当者に各
賞をお送りします。

第10回　JAしまね 西いわみ 組合員 親睦ゴルフコンペ 参加申込書
氏名（フリガナ） 住　　所 ＴＥＬ・ＦＡＸ

1 （TEL） （FAX）

2

3

4

キ　リ　ト　リキ　リ　ト　リ

第10回 JAしまね 西いわみ地区本部 組合員

親睦ゴルフコンペ開催
10月１土

日

申込締切
９月７水

日

萩・石見カントリー倶楽部

お問い合わせ先 　企画総務部・ふれあい課
TEL 0856-22-1585　FAX 0856-23-0788　E-mail:fureai.niw@ja-shimane.gr.jp
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